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4．結論
（1）薄膜へツドによるディスクの摩擦や損傷は、フェライトヘッドの場合と木
質的には違わない。
（2）ディスクとへツドの繰り返し摩擦において、潤滑剤は摩擦の増加を抑制し
テクスチャは摩擦の増加を容易にする傾向がある。
（3）繰り返し摩擦における損傷は光学的に黒く観察される軽微なものであり、
それらは繰り返し摩擦における摩擦の増加や高摩擦とは必ずしも直接対応
するとは考えられない。しかし、摩擦増加はカーボンスパッタ膜の何らか
の摩擦変質によるであろう。
（4）観察された黒い損傷は、カーボンの小さい薄片の付着によるものであった
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